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壁 (N)4,昼 R3,間食時 Rl,夕 R3,液 NS

(計18単位)にて退院 した.食直後に下痢が出現 したが,

i酎 ヒ剤にて軽減 した.症例 2:76歳女性.平成12年 5札

肺癌 (再発)のため騨全摘術施行,退院時は各食時に 民

1号夜 Nl (計 4単位)にて退院 した.症例 3:69歳女

性.平成11年12月輝癌にて輝全摘術施行,現在,朝 R3,

昼 R3,夕 民3,夜 Nl (計10単位)にて治療中.食

直後に下痢が認められ,モルヒネ水にて治療*.

【考案】いわゆる IDDM と比べ,降全摘後糖尿病で

はグルカゴン欠乏 も存在するためインスリン必要畳が少

ないように思われた.

2)糖尿病患者 と眼科診療 -とくに眼科受診 状

況,病状の認識について-

山田 幸男 ･高滞 哲也
平沢 由平 ･大石 正美
土屋 浮之 (信楽園病院 )

糖尿病患者の眼科受診を円滑に行い,また中断をな く

すために,およそ 2,000人の外来糖尿病患者の中 602名

に眼科受診状況や中断などについてアンケー ト調査をし

た.その結果,当院の眼科にかかっている人が 67.8%,

他院が 32.2%で,少なくとも1年に 1回は眼科受診 を

している人が 88.2%であった.糖尿病網膜症 といわれ

たことのある人は15.3%であったが,糖尿病網膜症は

ないと答えた人の中,カルテを照合 した ところ33.3%

の人に糖尿病網膜症が存在 した,糖尿病と診断されて も

1度も眼科を受診 したことのない人がおよそ 9%み られ

た.その主な理由として,視力低下がないため,眼科 に

かかる必要がないと思った,医師にすすめられなかった,

などが上位を占めた.今後,眼科的病状をよく説明する

とともに,前回受診 日や次回予定 日を記入 したカ- ドを

渡すなどの工夫が必要 と思われた.

3)Hyp喝OnaLdotTOPichypogonadism の一例

悲告 常夏 :窪田 晶嘉(監督覧撃荒淫寓畏)

糖尿病 ･心筋梗塞 を合併 した Hypogonadotropic

hypogonadまsm 症例を経験 したので報告する.30歳男

性,急性心筋梗塞入院時に身体所見およびゴナ ドトロピ

ンのみ後備よりゴナ ドトロピン単独欠損症を疑われ,四

重負荷試験の LH-RH 単回投与で LH･FSH 分泌

の低反応より視床下部性 ゴナ ドトロピン単独欠損症 と診

653

断.短時間での LH-RH 噸回投与による IJI-i-RIi

た.今後は,長期間にわたる性ホルモン低値に伴 う骨代

謝異常などに注意 して経過観察をする必要がある.

4)PTU による過敏性血管炎の1例

新沼塵希子 ･田村 紀子
督都 健 ･田中 直史(雷撃舘 病院 )

【症例】28歳.女性. 【主訴】発熱.耳介の腫脹 と出

血斑,眼球結膜炎,関節痛. 【現病歴】H7年か ら Hl1

年 4月までバセ ドウ病にて PTU 内服 していた.H12

年 4月,バセ ドウ病再燃を認め,4月下旬より PTU を

再開した.5月27日頃より39度台の弛張熱,左耳介腫脹

と出血斑,両側肩関節痛,左眼球結膜の充血,甲状腺の

びまん性渡太を認め,精査 目的に当科入院 した.

E経過3白血球数の減少,CRP軽度増加,免疫学的

検査では MPO-ANCA807EU と高値 を認めた.上

強膜炎,様々な皮疹等血管炎を示唆する所見を認めたこ

とより,MPO-ANCA 関連血管炎の範噂 に入ると考

え,PTU 内服を中止 した.その後速やかに解熟 し,症

状は軽快 した, E考察】PTU使用中に発症した MPO-

ANCA 関連血管炎症候群の報告が散見されるが,腎病

餐,肺胞出血の報告が多 く,皮膚血管炎はまれである.

MPO-ANCA 関連血管炎の原因 として,PTU など

の葉芽jを念頭に置 くべ きであると考えられる.

5)杭利尿障害の臨床

鴨井 久針 金子 普く裏讐舘字病院)

6)鮭治性肺クリプ トコッカス症 を合併 した巨

大下垂体腫壕による Cushing病の一例
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症例は72歳女性.十年来の高血圧症あ り.1998年より


